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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, vi ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, viii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート, viii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Director または を使用し、以下の少なくとも 1 つの分野において
責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

• サーバ管理

• ストレージ管理

• ネットワーク管理

• ネットワーク セキュリティ

• 仮想化および仮想マシン
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表記法
用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素] のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ
ン タイトルは、[メイン タイトル] のように示しています。

GUI 要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザ インターフェイスでは、システムによって表
示されるテキストは、�F�R�X�U�L�H�Uフォントで示しています。

TUI 要素

システムが表示するターミナル セッションおよび情報は、�F�R�X�U�L�H�U
フォントで示しています。

システム出力

CLI コマンドのキーワードは、ボールド体（�E�R�O�G）で示しています。

CLI コマンド内の変数は、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。

CLI コマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま
す。

< >

システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで
示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#
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「注釈」です。 役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、
ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され
ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。 ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で
きます。

ワンポイント アドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機器の取り
扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ
い。 警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器
に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

関連資料
『Cisco UCS Director Documentation Roadmap』

Cisco UCS Director の資料の詳細なリストについては、次の URL にある 『�&�L�V�F�R�8�&�6�'�L�U�H�F�W�R�U
�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』 を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての B シリーズ マニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-doc で入手できる『�&�L�V�F�R�8�&�6�%���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』を参照してくださ
い。

すべての C シリーズ マニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc で入手できる『�&�L�V�F�R�8�&�6�&���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』を参照してくださ
い。
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『�&�L�V�F�R�8�&�6�%���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』には Cisco UCS Manager および Cisco UCS
Central のドキュメントのリンクが含まれています。 『�&�L�V�F�R�8�&�6�&���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q
�5�R�D�G�P�D�S』には Cisco Integrated Management Controller のドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご
ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
については、『�:�K�D�W�
�V�1�H�Z�L�Q�&�L�V�F�R�3�U�R�G�X�F�W�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q』を参照してください。このドキュメン
トは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html から入手できます。

『�:�K�D�W�
�V�1�H�Z�L�Q�&�L�V�F�R�3�U�R�G�X�F�W�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSS フィードとして購読できます。また、リーダー アプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSS フィードは無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。 この
マニュアルに記載されたすべての変更内容とこのリリースのすべての新機能についての包括的な
リストは表に記載されていません。

表 1：Cisco UCS Director リリース 5.2 の新機能と動作変更

参照先説明機能

カスタムワークフロータス
ク入力の制御, （16 ペー
ジ）

カスタム ワークフロー タスク入力
の詳細な制御を提供します。

Controller
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第 2 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Director について, 3 ページ

• カスタム タスクについて, 4 ページ

Cisco UCS Director について
Cisco UCS Director（旧称 Cisco Cloupia Unified Infrastructure Controller）は、次の標準的なテンプ
レートを使用する 64 ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Director は、Cisco UCS および Cisco Nexus プラットフォームに基づく業界をリードする
統合インフラストラクチャ ソリューションに、セキュリティで高度に保護された統合管理機能を
提供します。

Cisco UCS Director は、Cisco UCS を通じて、コンピューティング階層とネットワーク階層の統合
を拡張し、データセンターの管理者に包括的な可視性と管理機能を提供します。 この製品は、
CiscoUCSおよびCiscoNexusプラットフォームをベースにした、NetAppFlexPodおよびExpressPod、
EMC Isilon、EMC VSPEX、EMC VPLEX、および VCE Vblock システムをサポートします。

Cisco UCS Director は物理的、仮想的、ベアメタル型の環境にわたって、リソース プールのプロビ
ジョニングを自動化します。 この製品は、正常性、ステータス、リソース使用率に関して、ネイ
ティブな自動化されたモニタリング機能を提供します。 Cisco UCS Director を使用して次を実行で
きます。

• すべてのサーバおよびアプリケーションを対象に、サービスプロファイルとテンプレートを
作成、複製、および導入すること

• 全データセンターを対象として、仮想マシン（VM）の使用率を示すヒート マップを表示す
るなど、統合インフラストラクチャで組織の使用率、傾向、容量を継続的にモニタすること
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• 作業者ごとにばらつきのない方法で ExpressPod および FlexPod インフラストラクチャの導入
や容量の増設を行うこと

• Cisco UCS ドメインとそのコンポーネントを対象として、管理、モニタリング、報告を行う
こと

• 物理的なインフラストラクチャ サービスを含むように、仮想サービス カタログを拡張する
こと

• 仮想化された作業負荷と仮想化されていない作業負荷の両方に対応するために、セキュリ
ティで保護されたマルチテナント環境を管理すること

カスタム タスクについて
Cisco UCS Director によって、IT 管理者はクラウドの自動化を有効にし、IT サービスを標準化でき
ます。 管理者はオーケストレータを使用して、VM の作成や VM 電源アクションなどの一連のタ
スクをワークフローの形式で実行できます。 ワークフローにタスクを追加または移動した後、最
終的なワークフローを実行できます。 すべてのタスクは 1 つずつ順番に実行されます。

Cisco UCS Director を使用して、入力と出力が明確に定義された新しいワークフロー タスクをカス
タマイズできます。 カスタム タスクのハンドラの定義には Cloupia スクリプトが使用されます。
カスタム タスクは組み込みタスクや他のカスタム タスクを内部的に呼び出すことができます。
組み込みタスクとカスタム タスクの動作に本質的な違いはありません。 また、カスタム タスク
は他のタスクのラッパーとして機能します。

ctxt.setOutputValue() または ctxt.updateInput() メソッドは、カスタム ワークフロー タスクで使用
しないでください。

（注）
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第 3 章

カスタム ワークフロー タスクの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• カスタム ワークフロー入力について, 5 ページ

• カスタム ワークフロー タスク, 7 ページ

カスタム ワークフロー入力について
Cisco UCS Director Orchestrator は、カスタム タスクのために詳細に定義された入力タイプのリス
トを提供します。 入力タイプのリストを使用してカスタム ワークフロー タスク用の入力を定義
できます。 Cisco UCS Director では、カスタム ワークフロー タスク用にカスタマイズされたワー
クフロー入力を作成できます。 クローニング機能を使用して既存の入力タイプから新しい入力タ
イプを作成することができます。

カスタム ワークフロー入力の作成
カスタムワークフロータスクの入力を作成できます。作成された入力は、カスタムワークフロー
タスクが作成された場合にカスタム タスク入力エントリにマッピングできる、入力タイプのリス
トに表示されます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロー入力] タブを選択します。

ステップ 3 [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 4 [カスタム ワークフローの入力値の追加] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

カスタム入力タイプの一意の名前。[カスタム入力タイプ名] フィールド
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説明名前

入力のタイプを選択します。 選択した入力に基づ
いて、他のフィールドが表示されます。たとえば、
入力タイプとして [電子メールアドレス]を選択する
と、LOV エントリ テーブルが表示されます。 [追
加] アイコンをクリックして、電子メール アドレス
に対するラベルと値を追加します。

[入力タイプ] ボタン

ステップ 5 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー入力が Cisco UCS Director に追加され、入力タイプのリストで使用できるようにな
ります。

カスタム ワークフロー入力のクローニング
Cisco UCS Director 内の既存のカスタム ワークフロー入力を使用してカスタム ワークフロー入力
を作成できます。

はじめる前に

カスタム ワークフロー入力が Cisco UCS Director で利用可能である必要があります。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロー入力] タブを選択します。

ステップ 3 クローンを作成する必要があるカスタム ワークフロー入力を選択します。
[カスタムワークフロー入力] テーブルの上部に [クローン] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [クローン] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロー入力のクローン作成] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを更新します。

ステップ 6 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスク入力は確認後にクローン作成され、カスタム ワークフロー タスクで使用で
きます。
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カスタム ワークフロー入力の編集
必要に応じてカスタム ワークフロー入力詳細を更新できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロー入力] タブを選択します。

ステップ 3 編集するカスタム ワークフロー入力を選択します。
[カスタムワークフロー入力] テーブルの上部に [編集] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [編集] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロー入力の編集] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを更新します。

ステップ 6 [送信] をクリックします。
カスタムワークフロー入力が更新され、カスタムワークフロータスク作成に使用できるようになります。

カスタム ワークフロー入力の削除
カスタム ワークフロー入力を Cisco UCS Director から削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロー入力] タブを選択します。

ステップ 3 削除するカスタム ワークフロー入力を選択します。
[カスタムワークフロー入力] テーブルの上部に [削除] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [削除] アイコンをクリックします。
選択したカスタム ワークフロー入力が確認後に Cisco UCS Director から削除されます。

カスタム ワークフロー タスク
Cisco UCS Director Orchestrator を使用して、カスタム ワークフロー タスクを作成できます。 タス
クは、特定のアクションまたは操作で、入力と出力があります。 アクティブ化されたカスタム
ワークフロータスクは、Orchestratorに登録され、ワークフローで直ちに使用できます。Orchestrator
を使用して、個別のワークフローの中で複数のタスクを設定することにより、VM の追加などの
特定の IT サービスを実行できます。 ワークフロー UI デザイナーを使用して、ワークフローに複
数のタスクを追加し、実行することができます。
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カスタム ワークフロー タスクの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 4 [カスタムワークフロータスクの追加] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

カスタム ワークフロー タスクの一意の名前。[タスク名] フィールド

カスタム ワークフロー タスクを識別するラベル。[タスクラベル] フィールド

オンにした場合は、カスタム ワークフロー タスク
は、Orchestrator に登録され、ワークフローで直ち
に使用できます。

[タスクのアクティブ化] チェックボックス

カスタム ワークフロー タスクが登録されているカ
テゴリ。

[カテゴリ下で登録] フィールド

カスタム ワークフロー タスクの説明。[簡単な説明] フィールド

カスタム ワークフロー タスクの詳細な説明。[詳細な説明] フィールド

ステップ 5 [次へ] をクリックします。
[カスタムワークフロータスク入力] ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 7 [入力へのエントリの追加] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

フィールドの一意の名前。 先頭を英字にする必要
があり、スペースや特殊文字を含めることはできま
せん。

[入力フィールド名] フィールド

入力フィールドを識別するラベル。[入力フィールドラベル] フィールド

入力カテゴリのタイプを選択します。[入力フィールドタイプ] ドロップダウン リスト

別のタスク出力またはグローバル ワークフロー入
力にマッピングできる入力タイプを選択します。

[入力タイプへのマッピング] ボタン
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説明名前

オンにした場合は、ユーザがこのフィールドの値を
指定する必要があります。

[必須] チェックボックス

テキストおよび表形式の入力のフィールド サイズ
を選択します。

[入力フィールドサイズ] ドロップダウン リスト

（オプション）フィールド上にマウスのポインタを
置いた場合に表示される説明。

[入力フィールドヘルプ] フィールド

（オプション）入力フィールドに対するヒント テ
キスト。

[入力フィールド注釈] フィールド

指定した場合は、グループが一致するすべての
フィールドがフィールドグループに配置されます。

[フィールドグループ名] フィールド

[テキストフィールド属性] 領域：入力フィールド タイプがテキストの場合にこの領域に入力します。

オンにした場合、入力フィールドは入力フィールド
タイプに基づいて複数の値を受け入れます。

• LOV 用：入力フィールドは、複数の入力値を
受け入れます。

• テキスト フィールド用：複数行のテキスト
フィールドとします。

[複数の入力] チェック ボックス

入力フィールドに入力できるテキストの最大長。[入力の最大長] フィールド

[LOV属性] 領域：入力タイプが値のリスト（LOV）またはオプション ボタン付きの LOV の場合にこの
領域に入力します。

カンマ区切りの組み込み LOV 値のリスト。[値のリスト] フィールド

非組み込み LOV の LOV プロバイダーの名前。[LOVプロバイダー名] フィールド

[テーブル属性] 領域：入力フィールド タイプが [テーブル] または [ポップアップテーブル] または選択
チェック ボックス付きの [テーブル] の場合にこの領域に入力します。

テーブル フィールド タイプに対する表形式レポー
トの名前。

[テーブル名] フィールド

[フィールド入力検証] 領域：入力フィールドを検証します。
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説明名前

ユーザ入力を検証するバリデータを選択します。[入力バリデータ] ドロップダウン リスト

入力値のパターン。[正規表現] フィールド

正規表現の検証が失敗したときに表示されるメッ
セージ。

[正規表現メッセージ] フィールド

入力フィールドで許可される値の最小数。[最小値] フィールド

入力フィールドで許可される値の最大数。[最大値] フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。
正常にエントリが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 入力にさらにエントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 11 [次へ] をクリックします。
[カスタムワークフロータスク出力] ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 13 [出力へのエントリの追加] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

出力フィールドの一意の名前。 先頭を英字にする
必要があり、スペースや特殊文字を含めることはで
きません。

[出力フィールド名] フィールド

出力フィールドの説明。[出力フィールドの説明] フィールド

出力カテゴリのタイプを選択します。 このタイプ
は出力を他のタスク入力にマップする方法を決定し
ます。

[出力フィールドタイプ] ボタン

ステップ 14 [送信] をクリックします。
正常にエントリが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

ステップ 15 [OK] をクリックします。

ステップ 16 出力にさらにエントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 17 [次へ] をクリックします。
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[コントローラ] ウィンドウが表示されます。

ステップ 18 （オプション）[追加] アイコンをクリックします。

ステップ 19 [コントローラへのエントリの追加] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

marshalling または unmarshalling メソッドを選択し
て、カスタム ワークフロー タスクに対する入力と
出力のいずれかまたは両方をカスタマイズします。
この属性の種類は次のとおりです。

• [beforeMarshall]：このメソッドを使用して、入
力フィールドを追加または設定し、ページ
（フォーム）上に LOV を動的に作成および設
定します。

• [afterMarshall]：このメソッドを使用して入力
フィールドを表示または非表示にします。

• [beforeUnmarshall]：このメソッドを使用して、
1 つの形式から別の形式に入力値を変換しま
す。 たとえば、データベースに送信する前に
パスワードを暗号化したい場合です。

• [afterUnmarshall]：このメソッドを使用して、
ユーザ入力を検証し、ページ上のエラー メッ
セージを設定します。

[メソッド] ドロップダウン リスト

[メソッド] ドロップダウン リストから選択したメ
ソッドに対して、ここで GUI カスタマイゼーショ
ン スクリプトのコードを追加します。

さらにメソッドにコードを追加するには
[追加] アイコンをクリックします。

（注）

[スクリプト] テキスト 領域

ステップ 20 [送信] をクリックします。
正常にエントリが追加されたことを示すメッセージが表示されます。

ステップ 21 [次へ] をクリックします。
[スクリプト] ウィンドウが表示されます。

ステップ 22 [実行言語] ドロップダウン リストから言語を選択します。

ステップ 23 [スクリプト] フィールドにコードを入力してカスタム ワークフロー タスクを呼び出します。

ステップ 24 [スクリプトの保存] をクリックします。

ステップ 25 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスクが作成され、ワークフローで使用できるようになります。

Cisco UCS Director カスタム ワークフロー タスク管理ガイド、リリース 5.2    
11

カスタム ワークフロー タスクの管理
カスタム ワークフロー タスクの作成



カスタム ワークフロー タスクのエクスポート
ローカル システムにカスタム ワークフロー タスクをエクスポートして、タスクを更新または変
更できます。 その後で、更新したカスタム ワークフロー タスクを Cisco UCS Director にインポー
トできます。

はじめる前に

カスタム ワークフロー タスクが Cisco UCS Director で利用可能である必要があります。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 [タスクのエクスポート] をクリックします。
[タスクのエクスポート] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 デフォルトで、ログイン ユーザ名が [エクスポート期限] フィールドに表示されます。
必要に応じて、名前は変更できます。

ステップ 5 [コメント] フィールドにエクスポートされるタスクまたはタスク グループに関する注記を入力します。

ステップ 6 [エクスポートされたファイル名] フィールドで、エクスポートされたカスタム ワークフロー タスク ファ
イルの名前を入力します。

ステップ 7 表形式で表示できるタスクのリストから 1 つ以上のタスクを選択します。

ステップ 8 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスクがローカル システムにエクスポートされます。

次の作業

更新されたカスタム ワークフロー タスクを Cisco UCS Director にインポートします。

カスタム ワークフロー タスクのインポート
カスタム ワークフロー タスクを更新した後、ローカル システムにエクスポートされたカスタム
ワークフロー タスクを Cisco UCS Director にインポートできます。
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はじめる前に

Cisco UCS Director からローカル システムにカスタム ワークフロー タスクをエクスポートする必
要があります。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 [タスクのインポート] をクリックします。

ステップ 4 [タスクのインポート] ダイアログボックスで、[参照] をクリックして、アップロード用のエクスポート
ファイルを選択します。

ステップ 5 [アップロード] をクリックします。
ファイル アップロードの成功メッセージが表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

ステップ 7 [次へ] をクリックします。
[タスクの保存]ウィンドウは、タスクのエクスポート時間、タスクのエクスポートされたユーザ名、およ
びタスクのエクスポート時のコメントを表示します。インポートしたタスクの詳細が表形式で表示されま
す。

ステップ 8 [同じ名前のタスクが存在する場合は上書きする]チェックボックスを選択して、既存のタスクをインポー
トされたタスクで上書きします。
このチェック ボックスが選択されなかった場合、名前を一意にするための数字（n）の付いた新規タスク
が追加されます。

ステップ 9 [インポート] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスクがインポートされ、即時にワークフローで使用できるようになります。

タスク ライブラリからのカスタム ワークフロー タスクのクローニン
グ

タスク ライブラリ内のタスクを使用してカスタム タスクを作成できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 [タスクライブラリからクローン作成] をクリックします。

ステップ 4 [タスクライブラリからクローン作成] ダイアログ ボックスで、[選択] をクリックします。

ステップ 5 タスク リストからタスクを選択します。

ステップ 6 [選択] をクリックします。
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タスク ライブラリからカスタム ワークフロー タスクが作成されます。

次の作業

カスタム ワークフロー タスクを編集して、クローン作成されたカスタム ワークフロー タスク用
に一意の名前と説明が指定されるようにします。

カスタム ワークフロー タスクのクローニング
Cisco UCS Director 内の既存のカスタム ワークフロー タスクを使用してカスタム ワークフロー タ
スクを作成できます。

はじめる前に

カスタム ワークフロー タスクが Cisco UCS Director で利用可能である必要があります。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 クローンを作成する必要があるカスタム ワークフロー タスクを選択します。
[カスタムワークフロータスク] テーブルの上部に [クローン] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [クローン] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロータスクのクローン作成] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを更新します。

ステップ 6 [次へ] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスク用に定義された入力が表示されます。

ステップ 7 新規入力エントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 8 カスタム ワークフロー タスクの入力内容を編集するには、エントリを選択して [編集] アイコンをクリッ
クし、必須フィールドを編集します。

ステップ 9 [次へ] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスク用に定義された出力が表示されます。

ステップ 10 新規出力エントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 11 カスタム ワークフロー タスクの出力内容を編集するには、エントリを選択して [編集] アイコンをクリッ
クし、必須フィールドを編集します。

ステップ 12 [次へ] をクリックします。
[スクリプト] ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 スクリプトを更新し、[スクリプトの保存] をクリックします。

ステップ 14 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスクのクローンが作成されます。

   Cisco UCS Director カスタム ワークフロー タスク管理ガイド、リリース 5.2
14

カスタム ワークフロー タスクの管理
カスタム ワークフロー タスクのクローニング



次の作業

カスタム ワークフロー タスクを編集して、クローン作成されたカスタム ワークフロー タスク用
に一意の名前と説明が指定されるようにします。

カスタム ワークフロー タスクの編集
カスタム ワークフロー タスクの詳細を更新できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 編集するカスタム ワークフロー タスクを選択します。
[カスタムワークフロータスク] テーブルの上部に [編集] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [編集] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロータスクの変更] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを更新します。

ステップ 6 [次へ] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスク用に定義された入力が表示されます。

ステップ 7 新規入力エントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 8 カスタム ワークフロー タスクの入力内容を編集するには、エントリを選択して [編集] アイコンをクリッ
クし、必須フィールドを編集します。

ステップ 9 [次へ] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスク用に定義された出力が表示されます。

ステップ 10 新規出力エントリを追加するには [追加] アイコンをクリックします。

ステップ 11 カスタム ワークフロー タスクの出力内容を編集するには、エントリを選択して [編集] アイコンをクリッ
クし、必須フィールドを編集します。

ステップ 12 [次へ] をクリックします。
[スクリプト] ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 スクリプトを更新し、[スクリプトの保存] をクリックします。

ステップ 14 [送信] をクリックします。
カスタム ワークフロー タスクが更新され、ワークフローで使用できるようになります。
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カスタム ワークフロー タスクの削除
カスタム ワークフロー タスクを Cisco UCS Director から削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[ポリシー] > [オーケストレーション] を選択します。

ステップ 2 [カスタムワークフロータスク] タブを選択します。

ステップ 3 削除するカスタム ワークフロー タスクを選択します。
[カスタムワークフロータスク] テーブルの上部に [削除] アイコンが表示されます。

ステップ 4 [削除] アイコンをクリックします。
選択したカスタム ワークフロー タスクが確認後に Cisco UCS Director から削除されます。

カスタム ワークフロー タスク入力の制御

コントローラの使用

CiscoUCSDirectorで使用可能なコントローラインターフェイスを使用してカスタムワークフロー
タスクの入力を制御できます。結果として、制御された各ユーザ入力に関して、[ワークフローデ
ザイナー] 内の対応する GUI フィールドが修正済みとして表示されます。 したがって、[ワークフ
ローデザイナー] でワークフローを作成または編集し、制御されたカスタム ワークフロー タスク
を追加する場合、設定済みの機能では存在しなかった修正された GUI フィールドが表示されま
す。

いつコントローラを使用するか

一般的な目安は、次のシナリオでのコントローラの使用です。

• [複雑] は、値のリストの詳細な制御、値の表形式のリストなどを含めたユーザに表示される
GUI の動作の表示と非表示を切り替えます。

• [複雑] ユーザ入力検証ロジック。

次は、コントローラを使用して実現できるカスタム化の側面です。

• [GUI制御の表示または非表示]：条件に基づいて、チェック ボックス、テキスト ボックス、
ドロップダウンリストおよびボタンを動的に表示または非表示にできます。たとえば、ユー
ザがドロップダウン リストから [UCSM] を選択した場合、Cisco UCS Manager に対するユー
ザ クレデンシャルの入力を促すか、ドロップダウン リストの値のリスト（LOV）を変更し
てサーバで稼働中のポートのみを表示するようにできます。

• [フォームフィールド検証]： [ワークフローデザイナー] でワークフローを作成または編集中
にユーザによって入力されたデータを検証できます。ユーザが無効な値を入力した場合はエ
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ラーを表示できます。ユーザ入力データは、データベースに登録されるかデバイスに送信す
る前に変更できます。

• [値のリストを動的に取得]：CiscoUCSDirectorオブジェクトから値のリストを動的に取得し、
GUI フォーム オブジェクトに入力できます。

GUI フォーム オブジェクトの整列化および非整列化

コントローラは常に [ワークフローデザイナー] のタスク入力インターフェイス内のフォームと関
連付けられます。 フォームとコントローラ間に 1 対 1 のマッピングがあります。 制御について
は、コントローラ スクリプトを使用して、関連する GUI フォーム オブジェクトの整列化（UI
フォーム フィールドを制御）と非整列化（ユーザ入力の検証）の両方またはいずれか一方を実行
する必要があります。これらのコントローラスクリプトを使用して、整列化および非整列化のス
テージとサブステージを実装できます。

次のテーブルはこれらのステージを要約しています。

サブステージステージ

[beforeMarshall]：このメソッドを使用して、入
力フィールドを追加または設定し、ページ
（フォーム）上に LOV を動的に作成および設
定します。

[afterMarshall]：このメソッドを使用して入力
フィールドを表示または非表示にします。

[整列化]：このステージを使用して、表示およ
び非表示などの動作などのフォームフィールド
の制御や、LOV および表形式の LOV の高度な
制御を実行します。

[beforeUnmarshall]：このメソッドを使用して、
1つの形式から別の形式に入力値を変換します。
たとえば、データベースに送信する前にパス
ワードを暗号化したい場合です。

[afterUnmarshall]：このメソッドを使用して、
ユーザ入力を検証し、ページ上のエラー メッ
セージを設定します。

[非整列化]：このステージはフォーム ユーザ入
力検証に使用されます。

コントローラ スクリプトの構築

コントローラ スクリプトを作成する前に、次の点に注意してください。

• [必須パッケージ]：コントローラを使用できるようにする場合、パッケージのインポートは
必要ありません。

• [パラメータ]：beforeMarshall、afterMarshall、beforeUnmarshall および afterUnmarshall メソッ
ドはどのパラメータも渡されませんが、Cisco UCS Director フレームワークは次のパラメータ
を渡します。
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例説明パラメータ

�S�D�J�H���V�H�W�+�L�G�G�H�Q���L�G�� �����S�R�U�W�/�L�V�W����
�W�U�X�H����
�S�D�J�H���V�H�W�9�D�O�X�H���L�G�� �����V�W�D�W�X�V�������1�R
�3�R�U�W�L�V�X�S�� �3�R�U�W�/�L�V�W�L�V�+�L�G�G�H�Q������

このパラメータは、すべ
てのタスク入力を含む
ページまたはフォームを
参照します。これらのパ
ラメータを使用すると、
次の操作が可能です。

• GUIフォームで入力
値を取得または設定
します。

• GUIフォームで入力
を表示または非表示
にします。

Page

�S�D�J�H���V�H�W�9�D�O�X�H���L�G�� �����V�W�D�W�X�V�������1�R
�3�R�U�W�L�V�X�S�� �3�R�U�W�/�L�V�W�L�V�+�L�G�G�H�Q������

�� �K�H�U�H�µ���V�W�D�W�X�V�¶�L�V�W�K�H�Q�D�P�H�R�I
�W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G��

このパラメータは、
フォーム入力フィールド
の固有識別子を参照しま
す。 ID がフレームワー
クによって生成され、
フォーム入力フィールド
名と一緒に使用できま
す。

Id

�S�R�M�R���V�H�W�/�X�Q�6�L�]�H���D�V�F�L�L�9�D�O�X�H���������V�H�W
�W�K�H�Y�D�O�X�H�R�I �W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G
�
�O�X�Q�6�L�]�H�


POJO（Plain Old Java
Object）は Java オブジェ
クトまたはエンティティ
です。値をデータベース
内に維持するため、また
は外部デバイスに送信す
るために、各ページ
（GUI フォーム）内に、
フォームからの値を保持
する、対応する POJO エ
ンティティが存在する必
要があります。

Pojo

コントローラの機能を実証する、運用可能なコード サンプルについては 例：コントローラの使
用, （19 ページ） を参照してください。
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例：コントローラの使用
次のコード例は、beforeMarshall、afterMarshall、beforeUnmarshall および afterUnmarshall などの各
種メソッドを使用してカスタムワークフロータスク内でコントローラの機能を実装する方法を示
しています。

���
�0�H�W�K�R�G�'�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q�V��

�%�H�I�R�U�H�0�D�U�V�K�D�O�O���8�V�H�W�K�L�V�P�H�W�K�R�G�W�R�D�G�G�R�U�V�H�W�D�Q�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�D�Q�G�G�\�Q�D�P�L�F�D�O�O�\�F�U�H�D�W�H�D�Q�G
�V�H�W�W�K�H�/�2�9 �R�Q�D �S�D�J�H���I�R�U�P����
�$�I�W�H�U�0�D�U�V�K�D�O�O���8�V�H�W�K�L�V�P�H�W�K�R�G�W�R�K�L�G�H�R�U�X�Q�K�L�G�H�D�Q�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G��
�%�H�I�R�U�H�8�Q�0�D�U�V�K�D�O�O���8�V�H�W�K�L�V�P�H�W�K�R�G�W�R�F�R�Q�Y�H�U�W�D�Q�L�Q�S�X�W�Y�D�O�X�H�I�U�R�P�R�Q�H�I�R�U�P�W�R�D�Q�R�W�K�H�U�I�R�U�P��

�)�R�U�H�[�D�P�S�O�H�� �Z�K�H�Q�\�R�X�Z�D�Q�W�W�R�H�Q�F�U�\�S�W�W�K�H�S�D�V�V�Z�R�U�G�E�H�I�R�U�H�V�H�Q�G�L�Q�J�L�W�W�R�W�K�H�G�D�W�D�E�D�V�H��
�$�I�W�H�U�8�Q�0�D�U�V�K�D�O�O���8�V�H�W�K�L�V�P�H�W�K�R�G�W�R�Y�D�O�L�G�D�W�H�D�Q�X�V�H�U�L�Q�S�X�W�D�Q�G�V�H�W�W�K�H�H�U�U�R�U�P�H�V�V�D�J�H�R�Q
�W�K�H�S�D�J�H��

���

�����%�H�I�R�U�H�0�D�U�V�K�D�O�O��

���
�8�V�H�W�K�H�E�H�I�R�U�H�0�D�U�V�K�D�O�O�P�H�W�K�R�G�Z�K�H�Q�W�K�H�U�H�L�V�D �F�K�D�Q�J�H�L�Q�W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�R�U�W�R�G�\�Q�D�P�L�F�D�O�O�\
�F�U�H�D�W�H�/�2�9�V�D�Q�G�W�R�V�H�W�W�K�H�Q�H�Z�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�R�Q�W�K�H�I�R�U�P�E�H�I�R�U�H�L�W�J�H�W�V�O�R�D�G�H�G��

�,�Q �W�K�H�H�[�D�P�S�O�H�E�H�O�R�Z���D �Q�H�Z�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�
�S�R�U�W�/�L�V�W�
�L�V�D�G�G�H�G�R�Q�W�K�H�S�D�J�H�E�H�I�R�U�H�W�K�H�I�R�U�P
�L�V�G�L�V�S�O�D�\�H�G�L�Q�D �E�U�R�Z�V�H�U��
���
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���F�R�P���F�O�R�X�S�L�D���P�R�G�H�O���F�,�0����
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���M�D�Y�D���X�W�L�O����
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���M�D�Y�D���O�D�Q�J����

�Y�D�U�S�R�U�W�/�L�V�W� �Q�H�Z�$�U�U�D�\�/�L�V�W������
�Y�D�U�O�R�Y�/�D�E�H�O� ���H�W�K������
�Y�D�U�O�R�Y�9�D�O�X�H� ���H�W�K������

�Y�D�U�S�R�U�W�/�L�V�W�/�2�9� �Q�H�Z�$�U�U�D�\������
�S�R�U�W�/�L�V�W�/�2�9�>���@� �Q�H�Z�)�R�U�P�/�2�9�3�D�L�U���O�R�Y�/�D�E�H�O���O�R�Y�9�D�O�X�H���������F�U�H�D�W�H�W�K�H�O�R�Y�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G
�����W�K�H�S�D�U�D�P�H�W�H�U�
�S�D�J�H�
�L�V�X�V�H�G�W�R�V�H�W�W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�R�Q�W�K�H�I�R�U�P
�S�D�J�H���V�H�W�(�P�E�H�G�G�H�G�/�2�9�V���L�G�� �����S�R�U�W�/�L�V�W�����S�R�U�W�/�L�V�W�/�2�9���������V�H�W�W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�R�Q�W�K�H�I�R�U�P
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

�����$�I�W�H�U�0�D�U�V�K�D�O�O��
���
�8�V�H�W�K�L�V�P�H�W�K�R�G�W�R�K�L�G�H�R�U�X�Q�K�L�G�H�D�Q�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G��
���
�S�D�J�H���V�H�W�+�L�G�G�H�Q���L�G�� �����S�R�U�W�/�L�V�W�����W�U�X�H���������K�L�G�H�W�K�H�L�Q�S�X�W�I�L�H�O�G�
�S�R�U�W�/�L�V�W�
��
�S�D�J�H���V�H�W�9�D�O�X�H���L�G�� �����V�W�D�W�X�V�������1�R �3�R�U�W�L�V�X�S�� �3�R�U�W�/�L�V�W�L�V�+�L�G�G�H�Q������
�S�D�J�H���V�H�W�(�G�L�W�D�E�O�H���L�G�� �����V�W�D�W�X�V�����I�D�O�V�H����

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

�����%�H�I�R�U�H�8�Q�P�D�U�V�K�D�O�O��

���
�8�V�H�W�K�H�E�H�I�R�U�H�8�Q�0�D�U�V�K�D�O�O�P�H�W�K�R�G�W�R�U�H�D�G�W�K�H�X�V�H�U�L�Q�S�X�W�D�Q�G�F�R�Q�Y�H�U�W�L�W�W�R�D�Q�R�W�K�H�U�I�R�U�P

�E�H�I�R�U�H�L�Q�V�H�U�W�L�Q�J�L�Q�W�R�W�K�H�G�D�W�D�E�D�V�H���)�R�U�H�[�D�P�S�O�H�� �\�R�X�F�D�Q�U�H�D�G�W�K�H�S�D�V�V�Z�R�U�G�D�Q�G�V�W�R�U�H�W�K�H
�S�D�V�V�Z�R�U�G�L�Q�W�K�H�G�D�W�D�E�D�V�H�D�I�W�H�U�F�R�Q�Y�H�U�W�L�Q�J�L�W�L�Q�W�R�E�D�V�H�����H�Q�F�R�G�L�Q�J���R�U�U�H�D�G�W�K�H�H�P�S�O�R�\�H�H
�Q�D�P�H�D�Q�G�F�R�Q�Y�H�U�W�Z�L�W�K�W�K�H�H�P�S�O�R�\�H�H�,�G �Z�K�H�Q�W�K�H�H�P�S�O�R�\�H�H�Q�D�P�H�V�H�Q�G�W�R�W�K�H�G�D�W�D�E�D�V�H��

�,�Q �W�K�H�F�R�G�H�H�[�D�P�S�O�H�E�H�O�R�Z�W�K�H�O�X�Q�V�L�]�H�L�V�U�H�D�G�D�Q�G�F�R�Q�Y�H�U�W�H�G�L�Q�W�R�$�6�&�,�,�Y�D�O�X�H��

���
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���R�U�J���D�S�D�F�K�H���O�R�J���M����
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���M�D�Y�D���O�D�Q�J����
�L�P�S�R�U�W�3�D�F�N�D�J�H���M�D�Y�D���X�W�L�O����

�Y�D�U�V�L�]�H� �S�D�J�H���J�H�W�9�D�O�X�H���L�G�� �����O�X�Q�6�L�]�H������
�Y�D�U�O�R�J�J�H�U� �/�R�J�J�H�U���J�H�W�/�R�J�J�H�U�����P�\�O�R�J�J�H�U������
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�L�I���V�L�]�H��� �Q�X�O�O���^
�O�R�J�J�H�U���L�Q�I�R�����6�L�]�H�Y�D�O�X�H�����V�L�]�H����
�L�I�����Q�H�Z�M�D�Y�D���O�D�Q�J���6�W�U�L�Q�J���V�L�]�H�������P�D�W�F�K�H�V�����?�?�G���������^
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カスタム ワークフロー タスクの管理
例：コントローラの使用
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